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カナダ政府は、一方で領海内での外国漁船の操業を禁止しながら、一方
では潜航中のアメリカの潜水艦の通過を許している。こんなご都合主義
的「国家主権」を皮肉っている。

(1991.11.3 Times-Colonist,Victori, Canada,より）

［特集］縦断リレー・ルポ

日本列島で、今、何が起こっているのか？
1992年4月20日
定価ー100円

●維持会員（月間会費）
団体 1口 2000円
個人 1口 1000円

発行◆トマホークの虻備を許すな！全国運動

●参加会員（月間会費） ●通信会員
団体 1口 1000円 年間 1日
個人 1日 500円 2000円

あなたも仲間に！ （会費は本紙購読料を含みます）
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2
 吾

が

飛

び

出

し

た

り

し

た

。

も

っ

と

も

後

者

は

「

ヤ

ラ

セ

」

臭

い

が

。

一

方

、

公

明

・

民

社

の

同

意

が

な

け

れ

ば

法

案

成

立

は

不

可

能

と

い

う

事

情

は

依

然

と

し

て

か

わ

り

が

な

い

。

民

社

党

の

こ

だ

わ

る

「

国

会

承

認

」

を

ど

こ

ま

で

受

け

入

れ

る

の

か

。

公

明

党

を

な

び

か

せ

た

「

p

k
F凍
結

案

」

を

上

回

る

よ

う

な

ウ

ル

ト

ラ

C
が

飛

び

出

す

の

か

。

国

民

の

見

え

な

い

と

こ

ろ

で

闇

の

綱

引

き

が

つ

づ

く

。

と

こ

ろ

で

、

陸

上

自

衛

隊

に

は

す

で

に

法

案

成

立

を

見

越

し

た

「

国

際

貢

献

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

・

チ

ー

ム

」

が

発

足

し

て

い

る

と

い

う

（

三

月

十

六

日

）

。

密

室

政

治

プ

ラ

ス

官

僚

の

先

走

り

と

い

う

、

民

衆

不

在

の

日

本

の

政

治

の

悪

弊

の

泥

沼

に

非

暴

力

憲

法

を

沈

ま

せ

て

は

な

ら

な

い

。

反

対

世

論

を

さ

ら

に

強

め

よ

う

。

ぇ増
）

、

、

部

て
？
集

ま
る
（

つ
け
遣

い
精
暉
|
|
|
」

軍事費

一

九

九

二

年

度

の

日

本

の

軍

事

費

（

「

防

衛

予

算

」

と

も

い

う

）

の

総

額

は

四

兆

五

千

五

百

十

八

億

円

。

対

前

年

度

比

で

三

・

八

％

の

増

で

あ

る

。

米

国

、

ロ

シ

ア

を

初

め

世

界

各

国

が

の

き

な

み

大

幅

な

軍

事

費

削

減

に

踏

み

切

っ

て

い

る

な

か

で

ま

さ

に

異

様

な

軍

拡

路

線

と

い

う

他

は

な

い

。

こ

の

ま

ま

で

い

け

ば

、

ロ

シ

ア

を

抜

い

て

世

界

第

二

位

の

軍

事

大

国

に

な

る

日

も

そ

う

遠

く

は

な

い

。

日

本

の

軍

事

費

の

特

徴

は

、

人

件

・

糧

食

費

と

過

去

の

契

約

分

の

ロ

ー

ン

返

済

額

（

後

年

度

負

担

）

の

合

計

が

八

割

り

近

く

を

占

め

る

、

と

い

う

こ

と

。

今

年

の

増

額

分

の

ほ

と

ん

ど

も

こ

れ

ら

で

占

め

ら

れ

て

い

る

。

つ

ま

り

、

放

っ

て

お

け

ば

増

え

続

け

る

構

造

に

な

っ

て

お

り

、

よ

ほ

ど

思

い

切

っ

た

ビ

ジ

ョ

ン

と

実

行

力

が

な

け

れ

ば

、

世

間

（

世

界

）

並

み

の

軍

縮

も

お

ぼ

つ

か

な

い

。

こ

れ

に

加

え

て

、

ア

メ

リ

カ

か

ら

の

在

日

米

軍

駐

留

経

費

の

負

担

増

の

要

求

が

あ

る

。

チ

ェ

イ

ニ

ー

国

防

長

官

は

「

経

費

面

で

日

本

以

上

に

貢

献

し

て

い

る

国

は

な

い

」

と

評

価

し

た

が

、

そ

れ

で

も

ま

だ

足

り

な

い

、

「

五

0
％

以

上

負

担

せ

よ

」

と

の

声

す

ら

上

が

っ

て

い

＇ ゚，． 
る

。

増

え

続

け

る

日

本

の

軍

事

費

は

ア

ジ

ア

太

乎

洋

の

軍

縮

の

最

大

の

阻

害

要

因

な

の

で

あ

る

。

政

府

は

三

月

十

日

、

政

府

専

用

機

（

今

年

四

月

か

ら

自

衛

隊

が

運

用

）

や

自

衛

隊

機

を

「

在

外

邦

人

救

出

」

の

た

め

に

海

外

に

派

遣

す

る

こ

と

を

可

能

に

す

る

自

衛

隊

法

改

正

案

を

国

会

に

提

出

し

た

。

新

た

に

隊

法

一

〇

一

条

と

し

て

追

加

さ

れ

る

こ

の

条

文

に

よ

る

と

、

防

衛

庁

は

『

外

務

大

臣

か

ら

外

国

に

お

け

自衛隊法改正

睛闘の
謝卜派遣ねらう
青木雅彦（京都・反戦ドタ

バタ会議）
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甜展そして憲法…

昨

年

か

ら

継

続

審

議

の

P
K
O法
案

．

リ

ク

ル

ー

ト

、

共

和

汚

職

の

煽

り

を

う

け

て

、

国

会

論

戦

再

開

は

や

や

遅

れ

ぎ

み

で

あ

る

。
今

年

に

入

り

、

新

聞

・

雑

誌

に

は

「

『

違

憲

』

広

告

」

と

も

い

う

べ

き

政

府

広

報

が

掲

載

さ

れ

た

り

（

二

月

）

、

三

月

に

は

フ

ン

・

セ

ン

首

相

ら

カ

ン

ボ

ジ

ア

指

導

者

か

ら

「

日

本

の

自

衛

隊

も

p

k
F
（

平

和

維

持

軍

）

に

参

加

を

」

な

ど

と

、

政

府

が

泣

い

て

よ

ろ

こ

ぶ

発

る

災

害

、

騒

乱

そ

の

他

の

緊

急

事

態

に

際

し

て

生

命

又

は

身

体

の

保

護

を

要

す

る

邦

人

の

輸

送

の

依

頼

が

あ

っ

た

場

合

に

は

、

・

・

航

空

機

に

よ

る

当

該

邦

人

の

輸

送

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

。

』

と

定

め

て

い

る

。

問

題

点

は

大

き

く

分

け

て

二

つ

あ

る

．

①

政

府

の

一

存

で

自

衛

隊

を

海

外

に

派

遣

で

き

る

（

派

遣

先

か

ら

の

要

請

必

要

な

し

）

゜

②

武

器

使

用

に

関

し

て

法

的

な

歯

止

め

が

な

い

（

隊

法

の

正

当

防

衛

条

項

流

用

）

。

こ

れ

は

新

法

の

制

定

で

な

く

隊

法

に

「

追

加

」

す

る

形

で

、

自

衛

隊

の

海

外

派

遣

を

可

能

に

し

よ

う

と

し

た

た

め

で

、

そ

の

た

め

国

民

的

論

議

と

な

っ

て

い

な

い

。

政

府

は

「

p

k

0法
案

」

に

続

い

て

、

こ

の

法

改

正

を

国

会

で

成

立

さ

せ

る

つ

も

り

だ

が

、

日

本

の

伝

統

の

「

な

し

崩

し

」

手

法

で

、

p

k
F以
上

に

「

自

由

度

」

の

高

い

自

衛

隊

の

海

外

派

遣

が

実

現

し

よ

う

と

し

て

い

る

。

PKO法案

鵡杓缶睛腟恥台
田巻一彦（編集部）
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七

八

年

の

「

日

米

防

衛

協

力

指

針

」

の

合

意

以

来

本

格

的

に

開

始

さ

れ

た

日

米

共

同

作

戦

・

演

習

だ

が

、

当

初

「

共

通

の

敵

」

と

し

た

ソ

連

の

消

滅

で

大

き

な

転

機

を

迎

え

て

い

る

。

一

口

で

言

え

ば

、

極

東

で

の

「

四

海

峡

封

鎖

」

、

シ

ー

レ

ー

ン

「

防

衛

」

な

ど

の

大

が

か

り

な

日

米

共

同

海

戦

か

ら

、

地

域

紛

争

に

介

入

す

る

米

軍

と

そ

れ

を

甲

斐

甲

斐

（

海

外

）

し

く

後

方

「

支

援

」

す

る

自

衛

隊

と

い

う

役

割

分

担

で

あ

る

。

す

で

に

湾

岸

戦

争

中

の

九

一

年

二

月

の

日

米

共

同

空

軍

演

習

で

、

初

め

て

自

衛

隊

輸

送

機

C
1が
、

米

軍

の

機

材

を

運

ぶ

こ

と

を

「

肩

代

わ

り

」

し

て

そ

の

一

端

を

示

し

た

が

、

そ

の

後

ま

も

な

く

九

一

年

四

月

の

チ

ェ

イ

ニ

ー

国

防

長

官

と

池

田

防

衛

庁

長

官

の

間

で

、

機

動

展

開

す

る

米

軍

に

対

し

て

、

自

衛

隊

が

直

米

両

政

府

に

衝

撃

を

与

え

た

。

そ

の

後

は

「

沖

縄

の

地

籍

明

確

化

法

」

で

公

用

地

法

の

効

力

期

限

十

年

延

長

後

、

一

九

八

二

年

以

降

米

軍

用

地

特

措

法

に

よ

る

強

制

使

用

が

二

回

行

な

わ

れ

た

。

今

回

は

沖

縄

返

還

後

二

0
年

目

の

更

新

を

予

約

契

約

で

進

め

て

い

る

防

衛

施

設

庁

が

、

予

約

未

契

地

主

に

対

し

て

十

年

の

強

制

使

用

裁

決

を

求

め

た

も

の

で

あ

る

が

、

九

二

年

一

月

の

第

八

回

公

開

審

理

後

一

方

的

に

打

ち

切

ら

れ

、

五

年

及

び

三

年

の

強

制

使

用

が

裁

決

さ

れ

た

。

ら

カ
）
縄
部

b
y

し

沖

集

1

`

 

崩
く
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r

り地
づ
正
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瞑

沖縄② 日米共同演習

疇介入を
後方翅易
青木雅彦（京都・反戦ドタ

バタ会議）

• 

を

有

す

る

海

外

で

唯

一

の

基

地

と

し

て

一

九

七

二

年

の

沖

縄

返

還

後

も

こ

れ

ら

の

機

能

を

損

な

う

こ

と

な

く

継

続

し

て

い

る

。

沖

縄

返

還

時

の

基

地

機

能

移

設

の

た

め

行

な

わ

れ

た

日

本

政

府

に

よ

る

基

地

整

備

と

施

設

建

設

は

基

地

強

化

に

つ

な

が

っ

た

。

在

沖

米

軍

基

地

へ

の

日

本

政

府

「

思

い

や

り

予

算

」

の

提

供

施

設

建

設

は

膨

大

で

あ

り

、

沖

縄

だ

け

で

七

九

年

度

か

ら

九

0
年

の

十

二

年

間

に

二

千

六

百

七

十

二

億

円

に

及

ぶ

。

在

日

米

軍

予

算

で

も

毎

年

一

億

ド

ル

の

軍

事

建

設

費

が

計

上

さ

れ

て

い

る

。

在

沖

米

軍

基

地

の

た

め

の

防

衛

施

設

庁

の

九

二

年

度

沖

縄

関

係

予

算

は

千

四

百

九

億

円

余

に

上

る

。

こ

の

よ

う

に

日

本

政

府

に

よ

る

米

軍

基

地

の

機

能

強

化

が

進

ん

で

い

る

。

グ

リ

ー

ン

・

ベ

レ

ー

の

再

配

置

、

都

市

型

戦

闘

訓

練

施

設

建

設

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

か

ら

の

移

駐

な

ど

で

各

地

の

演

習

が

激

化

し

て

お

り

、

沖

縄

の

住

民

は

米

軍

基

地

の

重

圧

に

さ

ら

さ

れ

て

い

る

。

、へ．ゞ

「

日

本

の

反

核

運

動

の

問

躁

点

の

一

っ

プルトニウム輸送

接

装

備

・

燃

料

を

提

供

す

る

と

い

う

密

約

が

交

わ

さ

れ

た

。

こ

の

密

約

に

は

日

本

が

米

軍

に

対

す

る

費

用

「

分

担

」

を

増

加

さ

せ

る

こ

と

や

、

日

本

の

空

中

管

制

機

ん

児

ん

C
S
A導
入

に

よ

り

日

米

の

指

揮

系

統

を

一

本

化

す

る

こ

と

も

含

ま

れ

て

い

る

と

い

う

。

昨

年

の

自

衛

隊

掃

海

艇

の

ペ

ル

シ

ャ

湾

派

遣

と

現

地

で

の

米

軍

と

の

密

接

な

連

携

も

こ

の

文

脈

か

ら

分

析

・

批

判

さ

れ

る

べ

き

で

あ

ろ

う

。

レヒ
台
H
u
反
）

阿
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↓
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散

‘

(備詞
白
口
印

佐

世

保

に

は

現

在

、

五

隻

の

米

艦

船

（

揚

陸

艦

三

、

救

難

艦

二

）

が

配

備

さ

れ

て

い

る

が

、

更

に

今

夏

、

強

襲

揚

陸

艦

「

ペ

ロ

ー

ウ

ッ

ド

」

が

配

備

さ

れ

る

。

ま

た

、

後

方

施

設

関

係

で

は

、

大

型

医

療

倉

庫

や

沖

縄

間

の

光

フ

ァ

イ

バ

ー

海

底

ケ

ー

プ

ル

、

通

信

用

ア

ン

テ

ナ

塔

な

ど

が

、

相

つ

い

で

建

設

さ

れ

た

。

更

に

、

「

思

い

や

り

予

算

」

百

億

円

を

か

け

て

、

将

兵

用

の

隊

舎

や

住

宅

、

佐世保

ベローウッドが
この夏紐港化
今川正美（佐世保軍問研）

は

、

核

と

い

う

言

葉

を

核

兵

器

と

狭

義

に

し

か

と

ら

え

ら

れ

な

い

人

が

多

す

ぎ

る

こ

と

だ

。

そ

の

人

た

ち

は

日

本

が

今

、

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

だ

ら

け

に

な

ろ

う

と

し

て

い

る

こ

と

に

気

付

い

て

い

な

い

。

日

本

の

保

有

す

る

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

は

二

〇

-
0年
ま

で

に

百

ト

ン

と

も

二

百

ト

ン

と

も

推

測

さ

れ

る

。

す

べ

て

原

発

か

ら

生

み

出

さ

れ

る

。

こ

の

量

は

ア

メ

リ

カ

と

旧

ソ

連

の

核

弾

頭

の

中

の

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

量

を

上

回

る

。

ア

メ

リ

カ

の

原

発

は

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

を

生

ま

な

い

。

再

処

理

を

放

棄

し

た

か

ら

だ

。

あ

ま

り

に

危

険

で

経

済

的

に

も

引

き

合

わ

な

い

こ

と

は

さ

っ

さ

と

や

め

て

し

ま

っ

た

。

日

本

は

世

界

で

ほ

ぼ

唯

一

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

を

再

利

用

し

よ

う

と

考

え

て

い

る

。

今

秋

に

は

ま

ず

、

フ

ラ

ン

ス

か

ら

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

一

ト

ン

が

輸

送

さ

れ

る

C

五

月

か

ら

は

高

速

増

殖

炉

も

ん

じ

ゅ

へ

の

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

燃

料

が

ト

ラ

ッ

ク

輸

送

さ

れ

る

。

「

こ

れ

は

核

兵

器

じ

ゃ

な

い

か

ら

」

で

す

ま

さ

れ

る

の

だ

ろ

う

か

。

フ

ラ

ン

ス

か

ら

日

本

へ

の

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

輸

送

は

武

装

護

衛

が

必

須

の

条

件

。

一

九

八

八

年

の

日

米

間

の

密

約

で

、

こ

の

条

件

を

満

た

せ

る

も

の

は

、

日

本

で

は

自

衛

隊

し

か

な

い

。

日

本

は

ど

こ

に

向

か

っ

て

い

る

か

容

易

に

推

測

で

き

よ

う

。

9

9

9

9

9

 

沖

縄

の

米

軍

基

地

は

、

米

軍

が

銃

剣

の

下

で

大

規

模

に

民

有

地

を

強

制

接

収

し

た

も

の

で

、

沖

縄

返

還

後

二

0
年

の

現

在

も

沖

縄

本

島

面

積

の

約

―

-
0％
を

占

め

て

い

る

。

本

島

中

部

の

米

軍

基

地

の

約

八

0
％

が

私

有

地

で

あ

り

、

軍

用

地

主

の

総

数

は

一

一

万

八

千

余

人

に

及

ぶ

《

日

本

政

府

は

一

九

七

二

年

の

沖

縄

返

還

の

際

に

軍

用

地

使

用

に

反

対

し

た

反

戦

地

主

に

対

し

て

「

沖

縄

県

に

お

け

る

公

用

地

暫

定

使

用

法

」

を

五

年

間

時

限

特

別

立

法

し

米

軍

の

強

制

接

収

を

継

承

し

た

。

し

か

し

、

一

九

七

七

年

五

月

十

四

日

同

法

の

失

効

に

よ

っ

て

「

四

日

間

の

法

的

空

白

」

が

生

ま

れ

、

反

戦

地

主

達

が

各

基

地

に

立

ち

入

っ

て

基

地

内

を

耕

作

し

、

ア

ヒ

ル

等

を

放

っ

た

こ

と

は

日

映

画

館

、

車

両

整

備

工

場

な

ど

が

建

設

中

で

あ

る

。一

方

、

米

艦

船

の

寄

港

状

況

は

、

湾

岸

危

機

か

ら

停

戦

ま

で

の

七

カ

月

間

、

戦

闘

艦

一

隻

を

除

い

て

弾

薬

船

と

給

油

艦

が

集

中

し

た

。

原

潜

は

八

十

九

年

三

月

以

来

と

だ

え

て

い

た

が

、

昨

年

八

月

、

五

隻

が

集

中

寄

港

（

ソ

連

ク

ー

デ

タ

ー

と

関

連

か

）

今

年

三

月

に

も

三

隻

が

寄

港

し

た

。

ま

た

、

音

響

測

定

艦

も

二

年

ぷ

り

に

二

隻

が

寄

港

。
一

方

、

巡

洋

艦

や

駆

逐

艦

な

ど

の

戦

闘

艦

は

延

べ

五

隻

で

、

例

年

に

比

べ

大

幅

に

減

少

し

た

。

こ

の

様

に

佐

世

保

基

地

は

、

L
I
C

戦

略

と

の

関

連

で

、

補

給

抵

能

に

加

え

て

揚

陸

機

動

作

戦

の

拠

点

と

な

り

つ

つ

あ

る

。

沖縄①

畢眉地

強制収月
伊波洋一（「沖縄から」

編集部）
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行

動

の

に

）

空

民

椴

飛

行

卜

魯

y

の

る

ヽ

機

す

量

疇

[

紅

雲

の

間

に

ポ

ツ

ン

と

黒

い

点

が

現

れ

た

か

と

思

っ

と

、

ア

ッ

と

い

う

間

に

頭

上

を

飛

び

去

る

黒

い

機

体

と

轟

音

。

正

体

は

米

軍

ジ

ェ

ッ

ト

機

。

二

山

に

落

ち

る

と

思

っ

た

一

、

と

地

元

住

民

た

ち

。

徳

島

県

南

西

部

山

間

の

木

頭

村

、

機

沢

村

に

米

軍

機

が

毎

日

飛

来

し

て

い

る

。

そ

れ

も

高

度

約

二

百

メ

ー

ト

ル

。

「

パ

イ

ロ

ッ

ト

の

顔

が

見

え

た

l

と

の

証

言

も

あ

る

。

谷

間

を

縫

う

よ

う

な

超

低

空

飛

行

で

、

イ

ン

ト

ル

ダ

ー

や

プ

ラ

ウ

ラ

ー

、

ホ

ー

ネ

ッ

ト

な

ど

が

飛

ぶ

。

米

空

母

イ

ン

デ

ィ

ペ

ン

デ

ン

ス

が

横

須

賀

に

入

出

港

す

る

度

に

、

低

空

飛

行

は

繰

り

返

さ

れ

、

厚

木

基

地

や

岩

国

基

地

で

の

N
L
Pと
連

動

し

て

多

い

日

に

は

八

度

も

九

度

も

頭

上

を

か

す

め

飛

ぶ

。

越

え

る

騒

音

（

五

秒

以

上

）

が

千

士

ニ

回

。

市

民

か

ら

の

苦

情

電

話

も

九

二

件

に

の

ぼ

っ

た

。

岩

国

市

と

山

口

県

は

、

国

内

で

着

艦

訓

練

を

実

施

し

て

い

る

基

地

を

持

つ

自

治

体

と

し

て

唯

一

、

＿

訓

練

中

止

」

を

求

め

て

い

な

い

。

米

軍

側

を

し

て

一

日

本

で

最

も

居

心

地

の

い

い

基

地

」

と

言

わ

せ

る

所

以

で

あ

る

。

岩

国

基

地

は

今

年

、

二

十

数

年

前

か

ら

始

ま

っ

た

一

滑

走

路

の

沖

合

移

設

計

画

l

に

、

国

の

結

論

が

出

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ

て

い

る

。

十

一

万

市

民

が

待

望

し

、

跡

地

の

平

和

利

用

と

、

騒

音

、

墜

落

の

危

険

を

防

止

す

る

目

的

で

あ

る

が

、

現

実

的

に

は

何

千

億

円

も

か

か

る

こ

の

事

業

が

今

日

の

軍

事

情

勢

の

中

で

実

施

に

移

さ

れ

る

可

能

性

は

な

い

。

す

で

に

市

民

の

反

応

は

ク

ー

ル

で

、

商

工

会

議

所

な

ど

の

民

間

団

体

は

I

米

軍

基

地

よ

り

は

民

間

空

港

化

を

！

l

と

言

っ

た

運

動

も

広

が

っ

て

お

り

、

知

事

な

ど

も

I

基

地

沖

合

議

論

」

か

ら

の

撤

退

準

備

を

始

め

た

よ

う

な

発

言

も

出

だ

し

た

。

や

は

り

、

問

題

の

根

幹

は

二

女

保

条

約

」

で

あ

り

、

米

軍

基

地

は

撤

去

の

方

向

で

が

ん

ば

る

こ

と

し

か

方

策

は

な

い

。

徳島

始

ま

っ

た

の

は

一

九

八

九

年

夏

頃

。

住

民

団

体

、

労

組

、

政

党

な

ど

三

三

団

体

で

つ

く

る

l

反

対

県

民

行

動

」

の

結

成

、

現

地

集

会

、

知

事

交

渉

、

県

議

会

で

の

飛

行

中

止

を

求

め

る

意

見

書

の

満

場

一

致

の

採

択

。

外

務

省

、

ア

メ

リ

カ

大

使

館

へ

の

抗

議

と

中

止

要

請

な

ど

、

運

動

は

続

け

様

に

繰

り

広

げ

ら

れ

た

が

、

低

空

飛

行

は

い

ま

だ

に

止

ま

ら

な

い

。

飛

来

ご

と

に

、

時

刻

、

機

種

、

方

向

、

機

数

な

ど

報

告

が

入

る

が

、

一

昨

年

夏

頃

か

ら

回

数

が

激

増

し

、

訓

練

内

容

が

変

化

し

た

。

海

上

ス

レ

ス

レ

に

飛

ん

で

き

た

米

軍

機

は

陸

上

（

阿

南

市

）

で

急

上

昇

、

急

降

下

を

繰

り

返

し

、

山

間

部

へ

と

飛

行

。

湾

岸

戦

争

の

開

始

に

よ

っ

て

、

そ

の

訓

練

が

『

イ

ラ

ク

爆

撃

の

訓

練

』

と

解

明

し

た

。

最

近

ま

た

、

訓

練

が

激

化

し

て

い

る

。

標

的

は

朝

鮮

、

イ

ラ

ク

、

リ

ビ

ア

、

…

ど

こ

か

は

解

ら

な

い

が

、

こ

こ

徳

島

と

世

界

は

明

ら

か

に

繋

が

っ

て

い

る

。

、1,議会

る”
き

[
で

暉

治

去

（

宇

撒

”

目
は
い

慢

性

的

な

人

手

不

足

に

悩

む

陸

上

自

衛

隊

は

、

昨

年

自

衛

隊

史

上

初

の

連

隊

削

減

（

三

個

）

を

決

め

た

。

陸

自

は

現

在

法

律

定

員

十

八

万

人

の

と

こ

ろ

十

五

万

人

し

か

集

め

ら

れ

ず

、

将

来

的

に

は

連

隊

で

な

く

三

ー

ニ

個

師

団

（

三

万

人

）

規

模

の

削

減

も

覚

悟

し

て

い

る

と

伝

え

ら

れ

る

。

と

に

か

く

そ

の

連

隊

の

廃

止

で

そ

の

ト

ッ

プ

バ

ッ

タ

ー

に

指

名

さ

れ

た

の

が

、

京

都

府

宇

治

市

大

久

保

に

駐

屯

す

る

第

四

五

普

通

科

連

隊

（

現

在

隊

員

六

！

七

百

人

と

さ

れ

る

）

。

今

年

度

か

ら

隊

員

の

転

属

を

開

始

し

、

来

年

度

に

は

こ

の

連

隊

は

消

滅

す

る

。

し

か

し

こ

の

駐

屯

地

に

は

第

四

施

設

団

（

昔

の

エ

兵

）

も

同

居

し

て

い

る

た

め

基

地

そ

の

も

の

の

撤

去

は

自

衛

隊

側

は

考

え

て

い

な

い

。

ヽ
ゞ
ーi
 
‘,' 
ー‘, 
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地

元

の

側

も

基

地

撤

去

を

望

む

人

が

大

半

の

は

ず

だ

が

、

一

度

も

自

衛

隊

甚

地

が

丸

々

消

滅

し

た

経

験

が

な

い

だ

け

に

半

信

半

疑

。

対

応

が

遅

れ

て

い

る

。

北

海

道

で

は

陸

自

基

地

が

撤

去

さ

れ

る

と

過

疎

地

の

地

元

経

済

に

大

打

撃

だ

と

、

防

衛

庁

に

基

地

存

続

を

直

訴

す

る

野

党

も

で

た

が

、

基

地

返

還

を

促

進

す

る

た

め

に

は

、

法

的

な

整

備

、

地

元

民

に

よ

る

跡

地

利

用

な

ど

の

、

こ

れ

ま

で

の

反

基

地

運

動

で

は

未

開

拓

の

分

野

に

乗

り

出

す

必

要

が

あ

ろ

う

。

、ヽ
ー国

ク

岩
ン

と

悶
ピ

広

送

｀

ー

鯛

1

ヒ

ロ

シ

マ

の

基

地

か

ら

数

万

ト

ン

の

弾

薬

が

湾

岸

に

持

ち

出

さ

れ

て

い

た

。

秋

月

弾

薬

廠

司

令

官

が

昨

年

末

隊

員

向

け

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

で

、

一

事

前

配

備

船

に

積

ん

だ

我

々

の

弾

薬

は

真

っ

先

に

砂

漠

地

帯

に

陸

揚

げ

さ

れ

た

l

と

明

言

し

た

。

ク

ウ

ェ

ー

ト

危

機

の

数

ヶ

月

前

、

呉

で

は

四

十

五

日

間

ょ

弾

薬

の

海

上

保

管

―

が

行

わ

れ

、

イ

ン

ド

洋

の

デ

ィ

エ

ゴ

ガ

ル

シ

ア

基

地

へ

の

弾

薬

の

供

給

を

行

っ

て

い

た

。

そ

れ

が

湾

岸

で

使

わ

れ

た

の

だ

。

湾

岸

戦

争

が

ヒ

ロ

シ

マ

を

走

っ

た

と

い

え

る

。

同

時

に

米

軍

は

海

上

保

管

に

伴

う

爆

発

事

故

に

よ

る

被

害

の

可

能

性

を

憂

慮

し

て

い

る

。

弾

薬

量

を

調

整

し

て

影

響

を

軽

減

す

る

改

善

計

画

を

作

成

し

て

い

る

が

、

改

善

後

も

広

・

秋

月

弾

薬

庫

の

ま

わ

り

で

約

四

五

(

)

0

人

も

の

市

民

が

被

害

者

と

み

な

さ

れ

て

い

る

。

一

方

、

呉

自

衛

隊

で

は

三

月

ま

で

に

二

隻

の

音

響

測

定

艦

が

配

備

さ

れ

た

。

一
隻
一
五
0
億
円
。
こ
れ
は
〗
四
潜

水

艦

の

位

置

を

割

り

出

す

こ

と

だ

け

が

目

的

の

船

で

、

そ

の

業

務

は

米

軍

属

が

従

事

し

、

自

衛

隊

は

関

知

で

き

な

い

。

軍

縮

の

時

代

に

依

然

と

し

て

自

衛

隊

は

奇

妙

に

増

強

さ

れ

て

い

る

。

膳
）

ヨ

臥

労

所

耐
鰈
言

さ
匿
（

国
ー
）
囲
凹

m

ー
岩
巖
布
盆

岩

国

基

地

で

は

四

月

九

日

、

今

年

ニ

回

目

の

イ

ン

デ

ィ

ペ

ン

デ

ン

ス

艦

載

機

着

艦

訓

練

が

終

了

し

た

。

今

回

の

訓

練

は

、

こ

れ

ま

で

以

上

に

濃

密

で

、

激

し

い

内

容

で

あ

っ

た

◇

わ

ず

か

四

日

間

で

、

七

十

ホ

ー

ン

を
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団

ょ

視

i

監

習

廠演
？
岬

大
め
“

士

防

か

た

（

富
丘
ハ
の
い

東
海
凹
価
贔

三

月

十

七

日

の

朝

日

新

聞

夕

刊

は

一

面

卜

y

プ

で

、

在

沖

海

兵

隊

が

東

富

士

演

習

場

で

大

規

模

な

演

習

を

行

な

っ

て

い

る

旨

を

伝

え

た

。

同

記

事

に

よ

れ

ば

、

米

韓

合

同

演

習

（

チ

ー

ム

ス

ビ

リ

ッ

ト

）

の

中

上

に

と

も

な

う

代

替

演

習

の

た

め

と

か

。

同

時

期

、

沖

縄

で

も

海

兵

隊

に

よ

る

大

掛

か

り

な

野

営

訓

練

、

県

道

越

え

砲

撃

演

習

が

実

施

さ

れ

た

。

三

月

の

中

下

旬

と

い

え

ば

、

例

年

は

チ

ー

ム

ス

ピ

リ

ッ

ト

演

習

の

山

場

。

海

兵

隊

に

と

っ

て

は

、

格

好

の

上

陸

・

戦

闘

訓

練

、

実

戦

演

習

の

“

舞

台

装

置

．

だ

っ

た

。

そ

の

能

カ

・

士

気

を

維

持

す

る

た

め

に

も

、

代

替

の

演

習

を

確

保

し

な

く

て

は

な

ら

ぬ

．

．

．

。

冷

戦

終

結

の

後

、

地

域

紛

争

に

的

を

定

め

た

米

国

流

の

新

世

界

秩

序

に

と

っ

て

も

、

欠

か

す

こ

と

の

で

き

な

い

も

の

な

の

だ

ろ

う

。

属

が

乗

り

込

む

こ

と

に

な

っ

て

い

て

、

こ

れ

ら

技

術

者

の

人

件

費

は

整

備

支

援

料

の

名

目

で

防

衛

庁

が

負

担

す

る

。

音

響

解

析

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

も

音

響

艦

の

曳

航

式

音

響

監

視

装

置

も

米

軍

が

提

供

す

る

も

の

で

、

自

衛

隊

は

触

れ

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

そ

し

て

、

自

衛

隊

が

収

集

し

た

原

潜

の

デ

ー

タ

は

「

A
s
wセ

ン

タ

ー

」

か

ら

衛

星

経

由

で

米

本

土

に

送

ら

れ

て

蓄

積

さ

れ

る

。

自

衛

隊

の

施

設

と

い

う

よ

り

、

米

軍

の

た

め

に

自

衛

隊

が

手

足

と

な

っ

て

働

く

施

設

と

考

え

た

ほ

う

が

分

か

り

や

す

い

。

E足
南

瞬

衿

施

設

の

建

設

が

そ

の

ま

ま

米

軍

基

地

機

能

の

強

化

に

な

る

。

建

設

の

き

っ

か

け

と

な

っ

た

「

東

芝

コ

コ

ム

違

反

」

云

々

と

い

う

の

も

あ

や

し

げ

な

話

だ

し

、

か

ん

じ

ん

の

「

ソ

連

原

潜

」

と

い

う

の

が

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

い

ま

、

ど

う

考

え

て

も

時

代

遅

れ

の

無

駄

遺

い

。

，
 

イ

ン

デ

ペ

ン

デ

ン

ス

の

九

一

年

9
月

の

入

港

以

来

、

4
回

目

の

N
L
Pが
終

ろ

う

と

し

て

い

る

。

は

じ

め

は

、

F
-

四

ト

ム

キ

ャ

ッ

ト

を

硫

黄

島

で

訓

練

し

、

1

一

度

め

は

フ

ィ

リ

ビ

ン

ヘ

大

挙

し

て

行

っ

た

。

そ

し

て

、

二

月

に

入

っ

て

F

一

四

が

厚

木

に

登

場

し

、

五

時

か

ら

十

時

ま

で

五

時

間

、

そ

し

て

一

ヵ

月

を

こ

え

る

N
L
Pを
実

施

。

そ

の

上

、

厚

木

基

地

の

一

般

開

放

を

一

月

早

め

、

こ

れ

を

挟

ん

で

四

回

目

の

N
L
Pで
騒

音

な

ら

し

の

最

後

の

総

仕

上

げ

と

も

言

え

る

、

エ

ン

ジ

ン

出

力

百

％

の

出

航

直

前

の

訓

練

を

行

な

っ

て

い

る

。

こ

れ

は

、

半

年

か

け

て

住

民

の

耳

を

騒

音

な

ら

し

を

し

よ

う

と

し

て

い

る

厚木

疇島できても | 
へらぬ［藉 I 

久保博夫 (l厚木基地を考える会）I
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在

韓

・

在

比

米

軍

の

縮

小

、

撤

退

の

動

き

を

、

日

本

で

の

基

地

・

演

習

の

代

替

・

強

化

で

補

完

す

る

。

私

達

は

、

こ

う

し

た

事

態

を

迎

え

て

い

る

・

・

・

。

例

え

ば

、

東

・

北

富

士

演

習

場

で

の

演

習

の

増

大

は

、

横

浜

ノ

ー

ス

ド

ッ

ク

が

ま

た

、

海

兵

隊

の

中

継

港

と

な

る

可

能

性

を

高

め

る

。

佐

世

保

を

母

港

と

す

る

輸

送

艦

の

動

き

も

活

発

に

さ

せ

る

。

―

つ

の

代

替

演

習

が

幾

つ

も

の

基

地

の

強

化

を

招

い

て

し

ま

う

、

今

回

の

教

訓

．

．

．

o

の

だ

ろ

う

か

。

だ

が

、

二

四

時

間

使

え

、

編

隊

飛

行

や

両

面

飛

行

も

可

能

な

集

中

訓

練

の

で

き

る

硫

黄

島

を

な

ぜ

使

わ

な

い

？

欠

点

は

、

そ

の

た

め

に

燃

料

代

が

い

っ

ぱ

い

か

か

る

事

だ

。

し

か

し

、

経

費

削

減

、

チ

ェ

イ

ニ

ー

米

国

防

長

官

は

昨

年

一

二

月

「

米

国

西

海

岸

に

空

母

機

動

部

隊

を

保

持

す

る

よ

り

、

日

本

に

配

備

し

た

方

が

安

上

り

で

、

潜

在

的

な

紛

争

地

に

近

い

」

と

述

べ

た

。

そ

の

半

月

後

の

一

月

一

六

日

、

在

日

米

海

軍

報

道

部

は

ョ

コ

ス

カ

基

地

で

五

隻

目

の

ト

マ

ホ

ー

ク

艦

、

「

オ

ブ

ラ

イ

エ

ン

」

（

ス

プ

ル

ー

ア

ン

ス

級

駆

逐

艦

、

八

0四

0ト
ン

、

三

二

0人
乗

り

）

の

母

港

を

発

表

。

チ

ェ

イ

ニ

ー

長

官

の

発

言

は

、

「

オ

ブ

ラ

イ

エ

ン

」

ヨ

コ

ス

カ

母

港

の

理

由

を

実

に

よ

く

説

明

し

て

い

る

。

ス

プ

ル

ー

ア

ン

ス

級

駆

逐

艦

は

、

巡

航

ミ

サ

イ

ル

「

ト

マ

ホ

ー

ク

」

を

発

射

で

き

る

垂

直

発

射

管

(
V
L
S
.
6
1基

）

を

搭

載

し

て

い

る

。

湾

岸

戦

争

で

ど

の

艦

よ

り

も

多

い

六

0発
の

ト

マ

ホ

ー

ク

を

発

射

し

た

「

フ

ァ

イ

フ

」

が

ス

プ

ル

ー

ア

ン

ス

級

の

駆

逐

艦

だ

。

ト

マ

ホ

ー

ク

は

湾

岸

戦

争

を

象

徴

す

る

ハ

イ

テ

ク

兵

器

。

「

潜

在

的

な

紛

争

地

に

近

い

」

と

い

う

母

港

の

理

由

は

生

な

ま

し

い

。

日

本

政

府

も

問

題

だ

。

駐

留

経

費

の

負

祀

逼

I

な

ど

に

よ

っ

て

、

日

本

へ

の

艦

船

の

配

備

を

安

上

り

と

思

わ

せ

る

条

件

作

り

を

、

日

本

政

府

は

積

極

的

に

行

っ

て

い

て

、

ソ

連

崩

壊

後

の

「

軍

縮

」

の

機

運

を

ち

っ

と

も

生

か

そ

う

と

し

て

い

な

い

。

こ

れ

が

ヨ

コ

ス

カ

基

地

が

強

化

さ

れ

続

け

る

も

う

―

つ

の

理

由

。

「

オ

プ

ラ

イ

エ

ン

」

の

母

港

予

定

は

こ

の

夏

。

ヨ

コ

ス

カ

を

母

港

と

す

る

艦

船

は

こ

れ

で

―

一

隻

と

な

る

。
横須賀②

米

海

軍

ヨ

コ

ス

カ

基

地

内

に

建

設

し

て

い

た

「

対

潜

水

艦

戦

(
A
s
w
)
セ

ン

タ

ー

」

が

完

成

。

二

月

二

五

日

に

海

上

自

衛

隊

に

引

き

渡

さ

れ

た

。

地

上

五

階

・

地

下

一

階

、

床

延

べ

面

積

は

八

〇

0
0平方
メ

ー

ト

ル

。

総

工

費

は

一

五

0億
円

。

完

成

し

た

A
s
wセ
ン

タ

ー

に

は

、

音

響

解

析

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

管

理

の

た

め

の

米

軍

属

と

し

て

、

米

国

の

民

間

会

社

の

技

術

者

約

一

0名
が

派

遺

さ

れ

る

。

音

響

測

定

艦

に

も

五

名

ず

づ

つ

の

米

軍

N
L
P
（
夜
間
耀
発
着
釧
練
）
の
艦
載
纏

の
軌
跡
（
神
奈
川
県
発
行
の
バ
ン
フ
よ
り
）

思

い

や

り

予

算

化

を

進

め

る

米

軍

と

っ

て

、

直

接

経

費

は

対

象

外

の

思

い

や

り

予

算

の

壁

を

突

破

す

る

の

に

、

騒

音

対

策

は

絶

好

の

名

目

で

あ

ろ

う

。

刷薗の
対昔センター
新倉裕史（非核市民宣言

運動ヨコスカ）



1 1 毎月 1回 20日発行1992年4月 20日発行第78号 19姻 6月 18日第三種郵便物認可月刊トマ喰い虫
月刊トマ喰い虫 19岬 6月 18日第三種郵f咀塀かI毎月 1回 20日発行1992年4月 20日発行第78号 10 

原子力監
入港情報ヽ

―-- ~ 

(4 5) 

1992年3月 16日
"--4月 15日

P級ー原f•り潜水艦パーミット級
S級＝原—f})潜水艦スタージョン級
L級一原子t)潜水艦ロサンゼルス級

◇3月17日

◆3月24日

〈3月27H

●同日

◇ ii旧

◆3月30日

◇4月13日

午前9時59分原潜ヘレナ (L級）横

須賀を出港

午後2時04分原潜サンフランシスコ

(L級）横須賀に人港

午前9時57分原潜サンフランシスコ

(L級）横須賀を出港。

午後2時04分原潜サンフランシスコ

(L級）横須行に人港。

午後5時22分原潜サンフランシスコ

(L級）横須賀を出港。

午後1時55分原潜ドラム (S級）

横須賀に人港

午前10時32分原潜ドラム (S級）

横須賀を出港。

（佐世保、沖縄は未確認）

●1992年1月1日から4月15日の各地への原f力艦
入港回数は

横須賀 引（うち原潜5回）
佐世保 0回
ホワイトピーチ 2回（うち原潜2Lり1)

（佐世保、沖縄は未確認）

ヽ
·
~合連民市生福（

 
洋‘‘‘ 藤遠

横

田

基

地

は

本

当

に

民

間

空

港

に

な

っ

て

し

ま

う

の

か

？

そ

も

そ

も

、

横

田

基

地

返

還

バ

ナ

シ

の

発

端

は

、

昨

年

七

月

の

東

京

都

議

会

で

の

鈴

木

知

事

の

発

言

か

ら

で

す

。

そ

れ

ま

で

は

、

一

切

基

地

問

題

に

は

触

れ

て

こ

な

か

っ

た

鈴

木

知

事

が

、

突

然

「

返

還

」

を

言

い

出

し

た

こ

と

は

、

大

き

な

波

紋

を

よ

び

ま

し

た

。

そ

し

て

、

運

輸

省

や

、

自

民

党

の

石

原

慎

太

郎

を

先

頭

と

す

る

運

乾

族

の

一

部

、

そ

し

て

航

空

会

社

が

一

斉

に

横

田

基

地

の

民

間

空

港

化

を

言

い

出

し

た

の

で

す

。

中

に

は

、

民

間

空

港

と

の

併

用

案

ま

で

あ

り

、

さ

ま

ざ

ま

な

思

惑

が

横

田

基

地

の

空

を

飛

ん

で

い

ま

す

。

そ

も

そ

も

返

還

は

あ

り

う

る

の

か

、

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

の

軍

備

削

減

で

の

日

本

の

さ

ら

に

は

横

田

基

地

の

役

割

は

、

ヽ`
＇しなき‘、て躙せな

「

第

二

次

防

衛

力

整

備

計

画

」

の

も

と

、

陸

上

自

衛

隊

は

、

三

個

連

隊

の

削

減

を

決

め

て

い

る

。

こ

の

う

ち

二

個

連

隊

は

国

内

最

多

の

二

十

八

駐

屯

地

を

抱

え

る

北

海

道

の

部

隊

で

、

第

二

師

団

（

旭

川

）

と

第

十

一

師

団

（

真

駒

内

）

ま

ず

事

故

関

係

で

は

、

(

1

)

F

1

6

の

墜

落

四

件

る。晶性三［ 『¥ど；ぢぽ竺胃ぎさ手皇、
備及沢・三沢 て、もく反と，＇へとし゜

以ぼ基 し市のと対たのはあ考

田巖化する :‘;[] I l ],f: i 
卿`轄と事故：i;jl［り忍

なの用伊藤裕希（「北斗新報」編集人），すた還のの空でより さ

つ米た i °ち一成で港すつし 名
で、詈腐L_ -」 篇甘晨ず店そ0 ：で＼ り

か

ら

そ

れ

ぞ

れ

一

個

連

隊

を

廃

止

す

る

と

い

う

の

が

、

自

衛

隊

の

計

画

。

こ

れ

が

昨

秋

地

元

紙

で

報

道

さ

れ

る

と

、

旭

川

、

名

寄

、

留

萌

市

な

ど

六

市

町

の

議

会

が

相

次

い

で

「

連

隊

存

続

」

を

求

め

る

決

議

を

採

択

し

た

。

こ

の

内

四

市

町

で

は

社

会

党

議

員

も

決

議

に

賛

成

票

を

投

じ

た

（

九

一

年

十

一

月

十

日

「

毎

日

l

)

。

止

ま

ら

ぬ

過

疎

化

に

自

衛

隊

廃

止

は

決

定

的

な

追

い

討

ち

を

か

け

る

、

住

民

の

生

活

を

思

え

ば

止

む

終

え

な

い

、

と

い

う

判

断

か

ら

で

あ

る

。

た

と

え

ば

、

名

寄

市

は

人

口

三

万

人

の

内

五

千

人

が

自

衛

隊

関

係

者

。

典

型

的

な

自

衛

隊

城

下

町

で

あ

る

。

今後の米軍の変化を見定める必携書

I アメリカ合衆国会計検査院(GA0)ー戦百日

(
1
)
八

七

・

三

八

戸

沖

②

八

八

・

九

岩

手

県

川

井

村

③

九

一

・

五

三

沢

基

地

内

④

九

一

・

一

千

葉

県

中。
、1(2
)

空

自

閲

係

墜

落

事

件

①
八
七
•
四
F
1
太
平
洋
上
②

八
七
•
四
陸
自
ヘ
リ
ニ
機
③
八
七

．

―

-

三

沢

市

沖

F

1

④

九

一

・

七

エ

リ

モ

沖

T
4。

(

3

)

実

弾

、

モ

ギ

弾

な

ど

の

誤

投

下

十
件
：
•
い
ず
れ
も
F
1
6
0

(

4

)

F

1

6

の

緊

急

着

陸

士

二

件

。

(
5
)
N
L
Pの
再

開

と

恒

常

化

八

九

年

五

月

に

再

開

以

来

、

八

月

二

回

、

九

十

年

八

月

、

九

一

年

七

月

に

に

回

、

同

年

十

二

月

、

そ

し

て

こ

の

四

月

と

三

年

間

で

計

八

回

の

実

施

。

他

に

F

1

6

配

備

以

来

の

騒

音

激

化

で

、

滑

走

路

両

脇

の

集

落

二

0

0戸
以

上

が

集

団

移

転

。

幸

い

こ

の

間

の

事

故

で

は

人

間

や

人

家

へ

の

被

害

は

な

い

も

の

の

、

毎

月

の

よ

う

に

連

続

す

る

事

故

か

ら

す

る

と

大

惨

事

が

な

い

の

が

不

思

議

な

現

状

。

こ

の

「

現

実

的

対

応

」

を

非

難

す

る

の

は

や

さ

し

い

。

し

か

し

、

基

地

周

辺

地

域

の

経

済

や

暮

ら

し

を

い

か

に

転

換

し

て

い

く

の

か

と

い

う

課

題

に

、

明

確

な

答

え

を

用

意

し

て

こ

な

か

っ

た

の

は

、

い

わ

ば

平

和

運

動

全

体

の

責

任

。

そ

の

ッ

ケ

の

重

さ

を

北

海

道

の

出

来

事

は

教

え

て

い

る

。

(NSLA0-91-19ビ）

太平洋における米軍
1991年8月

翻訳•発行 平和資料協同組合（準） 045(563)4818

1冊
2~4冊
5~7冊
8~9冊
1鳴以L

¥1000甜 260
¥1000 310 
¥ 800・ 360 
¥ 800 410 
¥ 800送料込み
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曾

す

で

に

ご

案

内

の

と

お

り

、

五

月

の

連

休

に

は

横

浜

で

「

太

平

洋

民

衆

フ

ォ

ー

ラ

ム

」

（

三

、

四

日

）

、

「

新

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

発

足

集

会

」

（

四

、

五

日

）

と

大

き

な

イ

ベ

ン

ト

を

控

え

、

編

集

部

を

初

め

首

都

圏

の

ス

タ

ッ

フ

は

そ

れ

ら

の

準

備

で

大

童

で

す

。

そ

ん

な
わ
け
で
・
・
・

曾

今

号

で

は

そ

れ

ら

の

集

ま

り

で

の

資

料

に

も

使

え

る

よ

う

に

、

沖

縄

か

ら

北

海

道

ま

で

今

、

軍

隊

や

基

地

が

巻

き

起

こ

し

て

い

る

問

題

（

そ

れ

は

そ

の

ま

ま

平

和

運

動

が

直

面

す

る

問

題

で

す

）

を

リ

レ

ー

ル

ポ

編
集
室
か
ら

会計報告

(92. 3. 14~92. 4
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△

ー

3

1

0

五
月
は
休
刊
し
ま
す
。

の

形

で

特

集

し

ま

し

た

。

各

地

で

運

動

し

て

い

る

皆

さ

ん

に

（

豪

華

メ

ン

パ

ー

！

）

短

い

レ

ポ

ー

ト

を

書

い

て

い

た

だ

い

た

の

で

す

が

、

余

り

に

も

少

な

い

字

数

で

苦

労

を

な

さ

っ

た

こ

と

と

思

い

ま

す

◇

お

忙

し

い

中

原

稿

を

お

寄

せ

い

た

だ

い

た

皆

さ

ん

に

惑

謝

し

ま

す

。

原

稿

を

ワ

ー

プ

ロ

で

送

っ

て

い

た

だ

き

そ

れ

を

そ

の

ま

ま

版

下

に

使

う

、

と

い

う

「

省

力

作

戦

」

を

と

っ

た

た

め

、

文

字

が

不

揃

い

で

多

少

み

ず

ら

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

の

で

は

な

い

か

、

と

心

配

で

す

。

ご

か

ん

べ

ん

を

。

月

刊

ト

マ

喰

い

虫

第

七

十

八

号

一

九

九

二

年

四

月

二

0
日

発

行

（

通

巻

七

ナ

孔

号

）

＊
発
行
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
＇
・
全
国
運
動

〒
二
二
三
横
浜
市
港
北
区
箕
輪
町
三
ー
三
I
-

ト
マ
喰
い
虫
社

e
o四
五
（
五
六
三
）
五
一
〇
一

F
A
X
0
四
五
（
五
六
三
）
九
九
0
七

[
郵
便
振
替
]
東
京
六
ー
一
三
六
一
四
八

＊
編
集
ト
マ
喰
い
虫
編
集
委
員
会

＊
定
価
一

0
0
円
（
通
信
会
員
年
間
二
0
0
0
円
）

［収人］

0前月からの繰越

経常繰越
借入金繰越

0今月の収入

会費収入

： ［ ！言
カンパ収入

行動収入※

資料収入

反核ホットライン収入

雑収入

［支出］

●今月の支出 167,608 

家賃 (4月分） 40,000 

水道光熱費 7,865 

電話代 16,538 

郵送費 42, 131 

文具・備品 14,544 

印刷費 45,880 

行動費※ 〇

資料経費 0 

反核ホットライン経費 。
郵便振替等手数料 650 

●次月への繰越 167,008 

経常繰越 267,008 
借入金繰越 △100,000 

＊行動収入、経費は原則としてプログラム毎の独吃
採算となっているため、これにあてはまらない一部
の収支のみが経常会計に計J::.されます。

せかたるのけ

んしだで編て
゜たきし集‘

ら‘よ‘さ

二次う発ま

ユ号゜行ざ

1はそのま
ス六の体な
の月た制組

名にめも織

前お五少整
がと月し備

変どは組と

わけ休みと

るし刊直も
かまとすに
もすさこニ
し゜せとユ

れもてに 1
ましいなス

（

編

集

部

一

同
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